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1．研究目的 

ボトルワインの低価格化によって手軽に購入で

きるようになり、国内のボトルワインの需要が増

えた。 

しかし、購入後ボトルワインを適切に持ち運び

できるものはまだない。本研究では手軽にボトル

ワインを持ち運ぶ方法について研究を行う。 

 

2. 調査内容 

2.1 ボトルワインの需要 

現状のボトルワインの需要は、2000 年から 2015

年の販売と課税数量（図１）と 1972 年から 2013

年までのワイン消費数量推移（図２）をみると、

2012 年にワインブームがおきボトルワインが日

常的に飲まれるようになった。大型ワインショッ

プのワインバーの設置や、ブームとともに大型シ

ョッピングモールのワイン売り場が充実した。 

 

図 2 1972 年から 2013 年までのワイン消費数量推移 

 

 

図 2 2000 年から 2015 年度までの販売と課税数量 

 

2.2 購入状況と持ち帰る際の問題点 

以下の３つの場面について問題点を抽出した。 

〈ボトルワイン持つ場合〉 

・複数本持つ際持ちづらい。 

・片手で複数本持つ際ぶつかる。 

・レジ袋が重みに耐えられず落下し破損する。 

〈自動車の座席でボトルワインを運ぶ場合〉 

・揺れで倒れる、転がる、ぶつかる。 

〈電車で持ち運ぶ場合〉 

・複数本で持ち運ぶ際ボトル同士がぶつかる。 

・満員電車で持ち運ぶ際駅での乗り降りで人に

ぶつかり、ボトルが壁に激突する。 

・網棚に袋で置く際揺れで転がる、落ちる。 

・リュックサックや、トートバッグに入れて持

ち帰る際人にぶつかり、けがをする。 

 

2.3 ボトルワインの梱包について 

現在、ボトルワインの梱包材と提供方法は概ね



4 種に分けることができる。 

・店側が無料で提供する…クラフト紙による梱

包、エアーキャップによる梱包、段ボール 

・店側が有料で提供する…発砲スチロール梱包 

・買い手が有料で購入する…紙袋による易ワイ

ンバック、布・革によるワインバック 

・ワイン生産者が提供する…紙の箱での梱包、

ワインクーラーバッグ（図３） 

 図 3 ワインクーラーバック 

これらをコストと使用回数のイメージマッピン

グ（図 4）で見ると、以下の項目にまとめられる。 

1) 梱包材は無料で提供された後、使い捨てる。 

2) 客がお金を支払う消耗品で、別の用途にも

使用可能である。 

3) 個人で客が買い何度も持ち運び使用可能

である。 

 

図 4 4 種類に分けた梱包のコストと使用回数 

 

3. コンセプト 

「マイ・簡単・ワインホルダー」 

 ・自ら購入し、エコバックのように携帯でき、

何度も使用できる。 

 ・ボトルワインを衝撃から守り、店から家まで

安全に持ち安く運ぶ 

・購入する本数に応じて使用できる。 

 

4. 今後の展開 

コンセプトをもとに、図３でまとめたボトルワ

インを梱包するワインバック、クラフト紙、エア

ーキャップなどを参考に、以下の項目に配慮しな

がら実現可能なアイディアを試作し、改善点を探

る。 

・携帯するためのコンパクト収納できる工夫 

・外からの衝撃を緩和し、底抜け市内素材 

・複数本持てるように本数によってワインを入

れられるポケットを変更できる機能 

また、ワインの持ち運びを行うシチュエーショ

ンごとに調査内容の問題点をもとに最適な形状、

素材を検討し、試作を行う。 
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